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17)分 化 型 胃癌 の 組 織 異 型 度 と 核 DNA 蛍

Ll_再】 秀夫 ･多川 ‡萱1'~也
渡辺 某伸 (新潟東学第一病理)

蚤LT)特他と(･')関係は,種々(r欄1織異型度の癌が区別され

ることなく. 一括 して検討されてきた. しかし,｣二記しり

関係は癌の組織異型度別に再検討することが必要である.

今回は,低異型度癌を,短径 6pm 未満の横を持つ癌細

胞が構成細胞の3/4以上を占める癌,高異型度癌をそれ

l､1外o癌と定義 して,分化型胃癌の核興型度と核DNA

慶との相関について検討 した.検討材料は胃原発の分化

型 sm 癌 9個から得られた低異型度療領域と高異型度

癌領域を用いた.核 l)Nノl畳の測定は外科的切除胃癌

のホルマ1)ソ固定パラフィン包埋プロッタから作成 した

単離細胞塗沫標本に DAPI染色を施 し抑徴鏡蛍光定量

測光法で行った.

結果 :ま)俵異型度癌は diplo呈d鷹療優位であった.2)

高異型度癌は低輿型度癌に比べて aneuploid佳境が優

位であった.3)polyploid細胞L').Lii現程度は,高異型

度癌では低異型度癌よりも高かった,射横DNA畳の

ploidyの特徴は,低異型度癌と高異型度癌とでは異なっ

てし､た.

考察 :分化型胃癌の悪性度と核【)NA量の特性との

関係は,低異型度癌と高異型度癌とをこ2分類することで

より詳細に解析できると考えられた.

18)早期胃癌の臨床病理学的検討

-内視鏡治療の適応 を知 るためをこ-

梨本 簡 ･佐々木寿英
加藤 清 ･佐野 宗明
筒井 光広 ･赤井 良彦

233

･･㍉ .:∴･言 了 ]

平成元年末までに当科で切除され臨昧病理学的検索(71

なされた単発性早斯胃癌 1088侍りを対象に,肉眼型,良

荏,深達鹿とりンべ節転移の関係を解析 した.

【成績】11りンべ節転移率はm癌2.296,sm 癌 17.2

癌になると16,0%/とりンパ節転移が高率であった.辛

坦型には 1例も転移がふ1､)11なかったが.m癌でも陥凹

型で2.5%(こ,IIa+ tlc型では2.2%に転移畑認めら

れ snl癌に在ると各々7.6/Qb.52.40｡と高率であ--1

た.

2)2cm 以下の隆起塾m痛をこぼ1例も転移がなかった

那,sm 癌では長径 1.鮎m から転移がみられた.陥凹

型ではm癌で長径が lcm lr卜でも17.1% sm 浸潤が

あり,sIm癌ではあるが 0.5cm の低分化型腺癌にりン

パ節転移がみられた.

【結語】積極的内視鏡治療の適応基準は.手技および

確実性LT)面より現時点では,長径 lcm i:1下の隆起性m

癌であり,70歳以上の高齢者ならばさらに良い適応と考

えられた.
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